




























Wild & Pfannkuch （1999）によって示されたたものであり，ニュージーランドにおいて推奨されてい
る統計的問題解決過程のモデルである．ニュージーランドは教科名である「数学」を「数学と統計」
に変更するなど、統計を重視した教育に方向転換したことで知られる（柗元, 2013）. また，PISA2003 
において不確実性領域で参加国中1位を取った実績もあり，統計教育に関する先進国といえるほどであ
る（青山 , 2018）．そのニュージーランドにおける統計に関する指導内容は「統計的な調査（Statistical 
Investigation）」，「統計的リテラシー（Statistical Literacy）」，「確率（Probability）」の 3 本柱から構
成されており，これらのうち統計的調査において，統計的探究プロセスを軸にカリキュラムが編成さ
れ，授業が行われ，評価基準が定められている．今後の日本の統計教育においても統計的探究プロセ
















































































（Wild & Pfannkuch, 1999）
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